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災害
発生

発災直後～48時間
以内に現地入り

現地にいるスタッフが負傷者の治療や
物資提供などの緊急対応を開始

ニーズ調査に基づく
緊急活動の実施

慢性疾患の対応、水・衛生環境の
改善、移動診療、心のケアなど

現地の保健省や
医療機関に
引き継ぎ

医療体制復旧、
感染症対策、栄養治療
※現地の医療・保健ニーズによる

緊急対応と現地調査
被災状況、被災者のニーズ、

医療状況、政府機関・医療機関・
国連機関などとの調整

年10月７日、現地時間の
午前11時頃、アフガニス
タン・ヘラート州でマグ

ニチュード（Ｍ）6.3の地震が発生
しました。当時、現地で活動して
いたMSFのロジスティック・チー
ムリーダーの村

むら
元
もと
菜
な
穂
お
は、急いで

昨

りました。米やバナナなど農村の
収穫物の８割が被害を受け、食料
輸送の命綱でもある道路も寸断さ
れる事態に。「サイクロンで農作
物が全滅。農業を諦めざるを得ず、
収入源が断たれたので病気の子ど
もの治療費も払えません」。仕事
を失い先の見通しが立たない農民
の嘆きは深刻です。

　そんな被災地マダガスカルを悩
ませる健康問題がマラリアです。
豪雨や洪水で大量に溜まった水が
蚊の温床に。近年は子どもに限ら
ず大人もマラリアで命を落とす事
例が増えています。そのため、

マラリア、栄養失調と対峙

ばつや洪水、暴風雨──。
地球温暖化の影響もあり、
いま世界中で気象災害が

増え続けています（右ページのコ
ラム参照）。被災地では、医療機
関も機能不全に陥ることが多いた
め、緊急対応のみならず、中長期
的な視点で人びとを支える医療・
人道援助が欠かせません。
　アフリカ東海岸、インド洋に浮
かぶ島、マダガスカルはここ数年、
気候変動による災害に翻弄され続
けている国の一つ。2021年に大
干ばつに見舞われ、直後の22年
には巨大サイクロンが５つも上陸。
被害が甚大だった南東部を中心に、
家屋をなぎ倒し、数百人が亡くな

干

被災地に医療の灯火を

医薬品をヘラート地域病院に寄贈
し、備蓄していた医療用テント５
基を設営。11日、15日にもＭ６級
の地震が続き、余震への不安が高
まる中でテントを３基追加し、緊
急援助に注力しました。
　たとえ被災地で活動していなく
ても、MSFは世界数カ所にある物
流センターから必要な医薬品や物
資を速やかに届け、精鋭の緊急チ
ームが出動して初期対応に当たり
ます。災害発生後、48時間以内に

　そこで、MSFはボートや車、バ
イクを使った移動診療を展開。遠
隔地での栄養治療や医療提供を続
けています。栄養失調を診断・治
療できるスタッフの育成など保健

2 0 2 4年 4月号

勤務先の「ヘラート地域病院」へ。
「敷地内は、地震の恐怖から入院
中の子どもを抱き、急いで建物の
外に出たお母さんたちでいっぱい
でした。その緊迫した状況を見た
とき、地震の大きさと人びとの恐
怖を実感しました」と語ります。お
よそ２時間後には500人を超える
負傷者が病院に運び込まれました。
「犠牲者の多くは、倒壊した家の中
にいた女性や子どもたちでした」
　MSFは常備していた400人分の

MSFは南東部でマラリアの検査
を徹底。マラリアの予防薬や蚊帳
の配布に力を入れています。
　もう一つの問題が栄養失調です。
2024年４月までに、急性栄養失
調の子どもたちは南東部だけで45
万8660人に上るという推計も。※2

サイクロンによる農作物の壊滅的
な被害に加え、交通網の寸断で病
院に行けない人が増え、栄養失調
に拍車がかかっているのです。

１分１秒を争う現場で、
医療活動を止めないために

アフガニスタン地震（2023）1C A S E

健やかな日常を支える
保健・医療体制の復旧へ2C A S E

マダガスカル  サイクロン災害（2022～2023）

現地へ──。それがMSFの方針で
す。より早く医療支援を始めるこ
とで負傷者の救命率を高め、命の
危険が迫る前に水や生活必需品を
届けることができるからです。

施設の支援にも奔走しています。
　MSFのマダガスカル活動責任者、
ブライアン・ウィレットは「度重
なる気候変動と貧困を背景に、壊
滅的な人道危機はまだ続く」と予
測します。
　被災地が健やかな日常を取り戻
すためには、現地の保健省や医療
機関と連携しながらの息の長い支
援が不可欠。皆さまの応援を力に、
MSFは被災地の人びとに寄り添
う支援を続けていきます。

「今回の経験で、皆さまのご支援
が機動的な援助に直結しているの
だと痛感しました」。村元はそう振
り返ります。

気象災害が50年で5倍に
発展途上国に被害が集中

C o l u m n

国境なき医師団（MSF）の動き※1

（被災した国・地域にMSFの拠点がある場合）
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平日10 : 00～17 : 00／担当：荻野、今尾

遺贈に関するご相談・お問い合わせ

TEL 03-5286-6430担当者直通
平日9 : 00～18 : 00／土日祝日、年末年始休業

寄付・ご登録情報に関するお問い合わせ

TEL 0120-999-199 通話料無料

「国境なき医師団（MSF）は『緊急事態にいち早く
駆けつける』とよく言うけれど、一体どうやって活動を
はじめるの？」　日ごろ皆さまからよくいただく

ご質問に、事務局長の村田が答えます。

スマートフォンから
マイページ参照は

スマートフォンから
能登半島地震の活動詳細は

日本からのスタッフ派遣状況
21の国と地域46人（2024年 2月1日現在）

援助活動の実施は、
どのようにして判断するの？Q1.
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判断に必要な情報は
どのように集めているの？Q2.

活動するのは
緊急事態の発生直後だけ？Q3.

╲ 事 務 局 長 が 解 説 ！╱
緊急事態発生時、援助活動のはじめ方

私たちの判断基準
緊急の医療・人道援助のニーズがある

安全確保などの面に制約が少ない
他からの援助がない、行き渡っていない

被災地に医療の灯火を

MSF連絡帳

活動報告

住所変更は便利なマイページで！

スマートフォンから

トルコ・シリア地震の現場から


